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［特集］�
●はじめまして絵本�
●平成12年度決算�

アップルキッズの森　初収穫祭�
平成１２年３月に開園した龍江小学校の�
学校りんご園「アップルキッズの森」。�
子どもたちの努力と地域の応援が実り、�

真っ赤なりんごが収穫できました。�

飯田市の人口（10/1現在）■人口＝106,642人（前月比－20）男51,176人女55,466人  ■世帯＝35,212戸（前月比＋10）�
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7か月のすべてのあかちゃんに、本を一緒に楽しむことの大切さの
ことばを添えて、絵本をプレゼントします。�
○平成13年4月以降生まれた乳児が対象です。�

○7か月乳児相談のときプレゼント。�

　※欠席された場合は、母子手帳を持って、中央・鼎・上郷のいずれ

　　かの図書館へ受け取りにきてください。�

○絵本1人1冊。左の5冊の中から選んでください。�
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周
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はじめまして�はじめまして�はじめまして�はじめまして�絵本�絵本�

いない　いない　ばあ�
松谷みよ子　作�
瀬川　康男　絵�

子どもが大好きないないいな
いばあ。ねこさん、くまさん、
ねずみさんがいなーい、いな
ーい、ばあ。親子が楽しく一
緒に遊べる絵本。�

がたん　ごとん�
がたん　ごとん�

安西　水丸　作�

乗せてもらうのはコップとス
プーン、ほ乳びん。りんごと
バナナ。どれもあかちゃんに
なじみのものばかり。そのた
びに発する「がたんごとん」
の音が楽しい。�

どうぶつのおかあさん�
小森　厚文　作�
藪内　正幸　絵�

動物の母親は、どうやって自
分の子どもを運んでゆくので
しょうか。子どもたちの好き
な動物を12種類登場させ、母
が子をつれ歩く姿を描いてい
ます。�

平山和子　作�

大好きなすいか、もも、ぶど
う、なし、りんごなど思わず
手が出そうなほど鮮やかに描
かれています。「さあ　どう
ぞ」のことばが、心地よくひ
びきます。�

あがりめ　さがりめ�あがりめ　さがりめ�
いまき　みち　作�

赤ちゃんにわらべうたはとて
も大切です。あーがりめ、さ
ーがりめ、一緒に歌いながら
遊んで欲しい絵本。�

5冊の絵本�5冊の絵本�
この中からお選びください�

読書を通じて喜びと夢を育むことは、人づくりのためにとても大切なことです。�

「よむとすinいいだ」は、あかちゃんからお年寄りまで生涯にわたって本に親しめる環

境作りを目的とした、総合的な支援事業です。�

図書館では次のような事業を推進しています。�

◎蔵書の充実を図り、絵本講座、ボランティア養成講座。�

◎読書相談。�

◎他の機関とも連携した事業。たとえば保育園、幼稚園、小中学校での読み聞かせ、保

　護者への啓発活動、各種サークルやいきいきリハビリでの本の紹介など。�

※次の場所に展示してあります。�
○中央図書館○鼎図書館○上郷図
書館○各分館○保健センター�

いいだ�よむとす�よむとす�いいだ�よむとす�よむとす�
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ＩＴ講習会講習会�

生涯学習生涯学習センター(竜丘公竜丘公民館)

ＩＴ講習会�

生涯学習センター(竜丘公民館)

平
成
十
二
年
度�

ま
と
ま
る�

将
来
の
起
債
の
返
済
に
備
え
、
基
金
へ
積
み
立
て�

介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る
事
業
を
重
点�

平
成
12
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
出
決
算
額
は
、
歳
出

の
抑
制
な
ど
に
よ
り
前
年
度
に
比
べ
て
4
％
減
の

4
0
5
億
円
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
10
年
度
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
財
政
改
革
に
よ
り
、
人
件
費
を
減
ら
し
、

経
費
の
節
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
建
設
事
業

を
少
な
く
し
、
起
債
（
借
金
）
の
借
入
れ
を
抑
え
る
と

と
も
に
、
将
来
の
返
済
に
備
え
10
億
円
を
基
金
（
貯
金
）

に
積
み
立
て
ま
し
た
。 �

一
方
、
厳
し
い
財
政
状
況
な
が
ら
も
、
環
境
文
化
都

市
の
実
現
に
向
け
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
な
ど
に
取
り

組
み
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る
道
路
や
公
園
の
整
備
に

も
積
極
的
に
対
応
し
ま
し
た
。�

ま
た
、
将
来
を
見
据
え
た
Ｉ
Ｔ
関
連
事
業
も
推
進
し

て
い
ま
す
。�

歳
入
面
で
最
も
大
切
な
収
入
で
あ
る
市
税
収
入
と
、

地
方
交
付
税
（
所
得
税
や
法
人
税
な
ど
の
一
部
が
交
付

さ
れ
る
も
の
）
が
減
少
す
る
な
ど
厳
し
い
状
況
か
ら
、

限
ら
れ
た
財
源
の
有
効
活
用
に
努
め
ま
し
た
。�

全
体
と
し
て
、
「
財
政
改
革
」
の
目
標
で
あ
る
基
金

の
取
崩
し
を
し
な
い
こ
と
が
で
き
、
歳
入
と
歳
出
の
バ

ラ
ン
ス
が
取
れ
た
決
算
に
な
り
ま
し
た
。�

景
気
の
低
迷
な
ど
か
ら
、
個
人
及
び

法
人
の
市
民
税
が
い
ず
れ
も
減
少
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
毎
年
増
加
し
て
い
た
固

定
資
産
税
が
大
幅
な
減
少
と
な
る
な
ど
、

市
税
全
体
で
は
約
3
％
減
の
約
1
3
5

億
円
と
な
り
、一
般
会
計
の
歳
入
全
体
に

占
め
る
割
合
は
32

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
は
、介

護
保
険
制
度
へ
の

移
行
な
ど
に
よ
り

1
％
減
の
1
0
6
億

円
と
な
り
ま
し
た
。

起
債
の
借
入
れ
は
、

建
設
事
業
の
減
少

に
伴
い
16
％
減
の

約
32
億
円
と
な
り
、

財
政
改
革
で
定
め
た

35
億
円
程
度
に
抑

制
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。�

問
合
せ
　
財
政
課
　
内
線
2
2
3
1

平
成
12
年
度
の
主
な
事
業�

�������������

・
Ｉ
Ｔ
関
連
の
推
進�

　（
３
９
４
７
万
円
）�

　
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
Ｉ
Ｔ
講
習

　
会
を
開
催
し
ま
し
た
。�

・
介
護
保
険
の
利
用
者
に
対
す

　
る
負
担
軽
減�

　（
８
６
８
万
円
）�

　
ス
タ
ー
ト
し
た
介
護
保
険
の

　
利
用
者
に
対
す
る
負
担
の
軽

　
減
を
図
り
ま
し
た
。�

・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
事
業�

　（
６
１
３
６
万
円
）�

　
ご
み
処
理
の
手
数
料
を
活
用

　
し
、
生
ご
み
処
理
器
の
購
入

　
補
助
や
、
ガ
ラ
ス
び
ん
・
ペ

　
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
な
ど
に

　
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。�

・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
建
設
　

　（
４
億
９
７
７
５
万
円
）�

　
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

　
中
核
施
設
と
し
て
、
竜
丘
公

　
民
館
を
建
設
し
ま
し
た
。�

※
本
文
中
比
較
は
す
べ
て
前
年
度
対
比�

歳入�歳入�

市税　�
135億4,331万円�
（32.5％）�

地方交付税　�
106億3,999万円�
（25.5％）�

地方債�

諸収入�

国庫支出金�
30億4,871万円�
（7.3％）�

31億9,380万円（7.7％）�

31億5,832万円�
（7.6％）�

県支出金�

18億3,464万円（4.4％）�

分担金�
　負担金�

14億106万円（3.4％）�

地方消費税交付金11億5,673万円（2.8％）�

繰越金10億4,536万円（2.5％）�

その他21億1,319万円（5.0％）�

使用料・手数料5億4,644万円（1.3％）�
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ごんべえ邑�

りんご庁舎庁舎�

ごんべえ邑�

りんご庁舎�

平
成
12
年
4
月
か
ら
介
護

保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た

こ
と
や
、
西
部
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
建
設
が
終
了
し
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
民
生
費
が

30
％
減
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

三
尋
石
公
営
住
宅
建
替
事
業

（
Ｂ
棟
）
が
終
了
し
、
土
木
費
が

5
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
ほ
か
に
、
過
去
に
借
入
れ
た

起
債
の
返
済
が
年
々
増
加
し
、

平
成
14
年
度
、
平
成
15
年
度
が

ピ
ー
ク
と
な
る
見
込
み
で
、
こ

れ
に
備
え
基
金
（
貯
金
）
に
10
億

円
の
積
立
て
を
し
ま
し
た
。�

建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、
市

街
地
再
開
発
事
業
や
内
水
排
除

対
策
事
業
が
増
額
と
な
り
ま
し

た
が
、
前
年
の
健
康
増
進
施
設

な
ど
の
建
設
事
業
が
終
了
し
、

全
体
で
は
10
％
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。�

・
山
村
振
興
等
農
林
漁
業
事
業

　（
３
７
５
０
万
円
）�

　
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推

　
進
を
図
り
、
農
村
寄
宿
舎
「
ご

　
ん
べ
え
邑
」
や
体
験
農
園
施

　
設
の
整
備
に
補
助
し
ま
し
た
。�

����������

・
人
材
育
成
事
業�

　（
５
３
８
万
円
）�

　
ハ
イ
テ
ク
技
術
の
人
材
育
成

　
の
た
め
、
飯
田
産
業
技
術
大

　
学
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
講
座

　
を
開
講
し
ま
し
た
。�

・
企
業
誘
致
推
進�

　（
６
８
５
万
円
）�

　
企
業
立
地
推
進
員
を
置
き
情

　
報
の
収
集
や
紹
介
に
取
り
組

　
み
ま
し
た
。�

・
市
街
地
再
開
発
事
業�

　（
８
億
３
３
９
８
万
円
）�

　
橋
南
第
一
地
区
市
街
地
再
開

　
発
事
業
の
推
進
を
図
る
と
と

　
も
に
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　（
り
ん
ご
庁
舎
）
の
取
得
を

　
し
ま
し
た
。�

������������

・
内
水
排
除
対
策�

　（
１
億
４
９
８
３
万
円
）�

　
排
水
ポ
ン
プ
車
を
２
台
購
入

　
し
ま
し
た
。�

・
大
門
今
宮
線�

　（
３
億
７
７
４
６
万
円
）�

　
大
門
今
宮
線
の
早
期
開
通
を

　
図
り
ま
し
た
。�

・
新
ご
み
処
理
施
設
整
備
負
担
金�

　（
１
億
１
１
６
６
万
円
）�

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
の
た
め
、

　
新
し
い
ご
み
焼
却
施
設
を
建

　
設
し
て
い
ま
す
。�

・
上
下
水
道
の
整
備�

　（
６
７
億
８
２
９
４
万
円
）�

　
市
民
生
活
に
密
接
し
て
い
る

　
上
下
水
道
の
整
備
は
、
年
次

　
計
画
に
よ
り
着
実
に
進
め
て

　
い
ま
す
。�

�

会計別の収支�

平成12年度決算�

む
ら�

単位：万円�

歳出�

民生費　�
72億3,574万円�
（17.8％）�

土木費　�
67億8,245万円�
（16.7％）�

公債費　�
56億7,888万円�
（14.0％）�衛生費�

教育費�

総務費�

商工費　26億9,276万円（6.6％）�

農林水産業費　21億7,964万円（5.4％）�

消防費　13億8,133万円（3.4％）�

その他　21億3,434万円（5.3％）�

47億4,648万円（11.7％）�

40億8,169万円（10.1％）�

36億2,780万円（9.0％）�

会　計　名� 歳入決算� 歳出決算�

老 人 保 健 特 別 会 計 �

介 護 保 険 特 別 会 計 �

地 方 卸 売 市 場 事 業 特 別 会 計 �

駐 車 場 事 業 特 別 会 計 �

墓 地 事 業 特 別 会 計 �

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 �

治 水 対 策 事 業 特 別 会 計 �

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 �

下 水 道 事 業 特 別 会 計 �

介 護 老 人 保 健 施 設 特 別 会 計 �

上郷地区有線放送電話事業特別会計�

一　般　会　計�

事業勘定�

直診勘定�
国民健康保険特別会計�

収益的収支�

資本的収支�

収益的収支�

資本的収支�

収益的収支�

資本的収支�

収益的収支�

資本的収支�

病 院 事 業 会 計 �

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計�

市立病院�

高松分院�

水 道 事 業 会 計 �

計�

合　　　　　　計�

416億8,155�

65億　　46�

87�

98億5,439�

40億8,247�

1,758�

7,595�

1,303�

9億3,476�

31億9,328�

12億9,647�

65億7,765�

2億2,363�

2,554�

112億2,970�

9億7,096�

93億2,618�

8億8,233�

19億　352�

8,863�

15億6,038�

9億1,477�

474億7,189�

891億5,344

405億4,111�

60億5,776�

87�

98億5,439�

39億8,993�

1,711�

7,575�

1,095�

8億8,327�

30億9,857�

12億9,449�

64億5,802�

2億2,026�

1,512�

105億　601�

21億　979�

93億1,019�

12億　831�

11億9,582�

9億　148�

14億　　90�

13億9,270�

473億8,589�

879億2,700



　10月13日・14日の2日間、将来（明

日）の生活と環境を考える総合イベント

として開催。�

　今回は、河川や水環境を中心テーマ

とし、天竜川流域シンポジウム、富山和

子さんの講演、川魚とのふれあいコーナ

ーなど、さまざまな内容のイベントに多く

の人が集まりました。�

　10月8日（体育の日）、県合庁前をス

タート。みんなで走ろう大会とあわせ、子

供から大人までの約500人が、自慢の

健脚を競い合いました。�

　折り返し地点が白山社の13.5㎞のコ

ースを、トップランナーは、1時間14分46

秒で駆け抜け、歓声を浴びていました。�

風越登山マラソン大会�

生活と環境まつり2001



　10月15日、コミュニティＦＭ放送局ｉ（あい）ステーショ

ンが開局。車中や屋外でも手軽に聞くことのできるＦＭ

放送。市からも身近な行政情報や防災・生活情報、地

域のお知らせなどを積極的に発信していきます。�

　9月～10月にかけて、新しい竜丘公民館で全8回の

講座を開催。大学・研究所より著名な講師陣を迎え、

国際化・情報化・高齢化社会の中での”知恵””学

び”について学習しました。�

いいだＦＭ放送開局�
�

「生涯学習を考える」講座�
�

　　10月13・14日の2日間、三日市場運

動公園で開かれました。�

　太鼓や獅子舞、ロックバンド演奏とい

った文化芸能の発表や、ふるさとバザー

ル、ＦＭ放送番組の公開録音など、内容

は盛りだくさん。特に消防ふれあい広場

は子どもたちに大人気でした。�

　遠くは、豊橋・浜松方面から訪れる人

もいて、深まる秋の青空の下、3万8千人

の人出となりました。�

いいだしもいなフェステイバル�
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だ
ん
だ
ん
寒
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
皮

膚
の
表
面
が
粉
を
ふ
い
た
よ
う
に

白
く
か
さ
か
さ
し
て
か
ゆ
く
な
る

方
は
お
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。こ

れ
は
、皮
膚
の
乾
燥
に
よ
り
起
こ

る
症
状
で
す
。皮
膚
は
外
界
の
影

響
を
と
て
も
受
け
や
す
い
臓
器
で
、

冬
の
低
温
や
乾
燥
は
、症
状
を
悪

化
さ
せ
ま
す
。乾
燥
に
よ
り
皮
膚

の
持
つ
バ
リ
ア（
防
御
）機
能
が
低

下
し
、外
か
ら
の
刺
激
を
受
け
や

す
く
な
り
ま
す
。そ
の
結
果
ち
ょ

っ
と
し
た
こ
と
で
か
ゆ
く
な
り
、掻

き
こ
わ
し
て
湿
疹
が
で
き
た
り
し

ま
す
。�

　
そ
う
な
る
前
に
皮
膚
の
手
入

れ
を
し
て
、し
っ
と
り
と
し
た
良
い

状
態
に
戻
す
こ
と
が
大
切
で
す
。�

　
入
浴
は
皮
膚
に
水
分
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、と
て
も
有

効
で
す
。熱
い
お
湯
は
か
ゆ
み
を

強
く
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、ぬ
る

め
の
お
湯
に
ゆ
っ
く
り
つ
か
る
の
が

良
い
よ
う
で
す
。石
け
ん
は
使
っ

て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、強
く
こ

す
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。入
浴
後

は
皮
膚
が
乾
い
て
し
ま
う
前
に
保

湿
外
用
剤
を
塗
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。保
湿
剤
に
は
油
分
を

与
え
る
も
の
や
、水
気
を
保
つ
も

の
な
ど
、色
々
な
種
類
が
あ
り
ま

す
。使
い
心
地
が
よ
く
し
っ
と
り

し
た
感
じ
が
長
持
ち
す
る
も
の

を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。市
販
の
製

品
に
も
良
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。暖
房
の
使
用
で
、室
内

が
乾
燥
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
た

り
、刺
激
の
強
い
食
事
や
衣
類
を

避
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。�

　
保
湿
剤
を
使
っ
て
も
、皮
膚
の

か
さ
か
さ
が
よ
く
な
ら
ず
、か
ゆ

み
が
強
く
て
つ
ら
い
と
き
は
、皮
膚

科
で
治
療
を
受
け
た
方
が
よ
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。�

市立病院　皮膚科�
堀米　玲子 医師�

現
代
版�

現
代
版�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
と
39
度
以
上
の
発
熱
、頭
痛
、関
節
痛
、筋
肉
痛
な

ど
全
身
の
症
状
が
強
く
、あ
わ
せ
て
の
ど
の
痛
み
、鼻
汁
な
ど
の
症
状
も
み
ら

れ
ま
す
。
気
管
支
炎
、肺
炎
な
ど
併
発
し
、重
症
化
す
る
こ
と
が
多
い
の
も
特

徴
で
す
。
寒
く
て
空
気
の
乾
燥
す
る
時
期
は
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
が
活

発
化
す
る
時
期
で
す
。
流
行
時
は
、な
る
べ
く
人
混
み
を
避
け
、外
出
先
か
ら

帰
っ
た
ら
、手
洗
い
、う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。
�

冬
の
ス
キ
ン
ケ
ア�

　市内に5つの在宅介護支援センタ
ーでは、高齢者の自立の相談や申請
代行を行っています。�
■介護に関する相談など�
　自立した生活をおくるために、寝たき
りにならないために、次のような方はご
相談ください。�
○介護保険を利用するまでもないが、
　何らかの支援が必要な方�
○介護機器や介護サービス全般の相
　談をしたい方�
■介護保険対象外サービスの紹介�
　介護保険で自立と判定された方な

どの相談や、利用できる
サービスの紹介をします。

　手続きも行います。�
○一人暮らし高齢者を対象とした　
　生活支援ホームヘルプサービス･い
　きがいデイサービス�
○高齢者配食サービス　など�
■ 相談料　無料�
■ 連絡先宅介護支援センター�
�
�
�
�
�
�
�
�
■問合せ�
　介護高齢課（りんご庁舎内）�
　基幹在宅介護支援センター�
　内線5383

高齢者の自立を支援します�
在宅介護支援センター�

アップルハイツ飯田�
在宅介護支援センター�

羽場権現�
（21）1168�

かなえ�
在宅介護支援センター�

鼎一色�
（53）9411�

飯田市立病院�
在宅介護支援センター�

八幡町�
（21）1256�

かわじ�
在宅介護支援センター�

川路4区�
（27）5021�

上郷�
在宅介護支援センター�

上郷黒田�
（24）3122�
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ぼ
く
の
夢
は
、プ
ロ
野
球
選
手

に
な
る
こ
と
で
す
。そ
れ
は
テ
レ

ビ
で
プ
ロ
野
球
選
手
を
見
て
い
て
、

あ
こ
が
れ
た
か
ら
で
す
。目
標
と

す
る
選
手
は
、ダ
イ
エ
ー
の
松
中

選
手
や
、横
浜
の
佐
伯
選
手
で
す
。�

　
今
、僕
は
少
年
野
球
で
キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー
を
や
っ
て
い
ま
す
。�

　
夢
を
か
な
え
る
た
め
に
、今
か

ら
し
っ
か
り
と
、筋
肉
や
、体
力
を

つ
け
た
り
、な
る
べ
く
ケ
ガ
を
し

な
い
よ
う
な
体
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
で
す
。�

　
大
人
に
な
っ
た
ら
、プ
ロ
野
球

選
手
で
活
躍
し
て
、親
を
楽
に
し

て
あ
げ
た
い
で
す
。�

日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
、市
政
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
質
問
、�

「
広
報
い
い
だ
」
の
感
想
な
ど
、広
報
広
聴
係
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。�

プ
ロ
野
球
選
手�

　
保
育
園
児
と
「
に
こ
に
こ
農

園
」
を
実
施
し
て
い
る
、
農
協

青
年
部
の
皆
さ
ん
を
訪
問
し
ま

し
た
。
訪
問
日
は
サ
ツ
マ
イ
モ

を
収
穫
す
る
予
定
で
し
た
が
、

あ
い
に
く
の
雨
で
作
業
は
中
止
。

青
年
部
の
皆
さ
ん
の
手
で
、
掘

り
ゆ
で
ら
れ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
と

ニ
ン
ジ
ン
の
試
食
会
が
中
村
保

育
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　�「
今
年
初
め
て
採
れ
た
サ
ツ

マ
イ
モ
。
ニ
ン
ジ
ン
は
嫌
い
な

人
も
い
る
と
思
う
け
ど
、
み
ん

な
で
作
っ
た
の
は
美
味
し
い
よ
。」

と
の
会
員
の
話
に
応
え
、
早
速

試
食
し
た
市
長
は
「
ニ
ン
ジ
ン

が
と
っ
て
も
美
味
し
い
。
み
ん

な
で
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。」

と
呼
び
か
け
、
園
児
ら
も
笑
顔

で
ほ
お
ば
り
ま
し
た
。�

　�

平
成
９
年
に
始
め
、
地
区
内

全
保
育
園
と
の
交
流
事
業
と
な

っ
た
経
過
と
共
に
「
本
業
が
安

定
し
な
い
と
活
動
も
続
か
な
い

の
で
、
農
政
の
支
援
を
期
待
し

て
い
る
。」「
小
学
生
に
な
っ
た

当
時
の
園
児
が
覚
え
て
い
て
く

れ
て
嬉
し
い
。
今
後
も
継
続
し

た
い
。」
と
の
報
告
に
「
子
ど

も
達
が
体
験
で
き
る
こ
と
は
素

晴
ら
し
い
。
自
分
達
が
楽
し
み

な
が
ら
行
う
こ
と
で
継
続
で
き

る
の
で
頑
張
っ
て
。」
と
市
長

か
ら
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。�

国
道
2
5
6
号
線
　
城
環
境
美
化
推
進
愛
護
会�

参
加
団
体
紹
介�

北
澤
大
嗣
さ
ん（
千
代
小
６
年
）�

　
松
尾
の
国
道
2
5
6
号
線
沿

い
、八
幡
の
踏
切
あ
た
り
か
ら
支

所
に
か
け
て
の
歩
道
に
、四
季
折
々

の
花
が
飾
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

気
づ
か
れ
た
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。�

　
こ
の
花
は
、城
地
区
に
住
む

非
農
家
の
住
民
20
名
が
、農
地

を
借
り
て
育
て
た
も
の
で
す
。元
々

野
菜
を
作

る
た
め
に

近
所
の
農

家
か
ら
農

地
を
借
り

て
耕
作
し

て
い
ま
し
た

が
、
横
を

通
る
国
道

の
景
観
が

余
り
に
も

味
気
な
い

た
め
、
花

を
作
り
、

飾
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。

小
学
校
の
先
生
か
ら
花
の
育
て

方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、

野
菜
作
り
の
か
た
わ
ら
、パ
ン
ジ

ー
、サ
ル
ビ
ア
、マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

を
作
っ
て
き
ま
し
た
。�

　
今
後
も
引
き
続
き
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

連
絡
先
　
北
村
　
勇
　
1（
2
2
）7
5
0
5

ふ
れ
あ
い
農
園
事
業
に�

取
り
組
む�

 

問
合
せ
1（
25
）6
9
6
1

Ｊ
Ａ
み
な
み
信
州
青
年
部
伊
賀
良
支
部�
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今
牧
　
英
世 

福
祉
委
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

外
松
　
　
子 

福
祉
委
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

山
口
　
　
舜 

福
祉
委
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

篠
田
　
喜
三 

福
祉
委
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

菅
沼
　
輝
美 

少
年
補
導
委
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

塚
田
　
　
郁 

少
年
補
導
委
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

赤
羽
目
　
實 

嘱
託
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

北
澤
　
洋
治 

嘱
託
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

小
林
　
吉
三 

嘱
託
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

下
枝
　
登
美 

嘱
託
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

秦
　
八
重
子 

嘱
託
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

細
井
　
恵
子 

嘱
託
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

宮
下
　
郁
子 

嘱
託
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

川
上
　
　
博 

学
校
薬
剤
師
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

河
野
　
通
弘 
学
校
医
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

佐
々
木
伸
一 

学
校
医
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

西
尾
　
　
豊 

学
校
医
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

松
村
　
　
隆 

学
校
医
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

吉
澤
　
史
郎 

商
工
業
の
振
興
に
勤
め
ら
れ
た�

山
崎
　
利
廣 

市
民
福
祉
向
上
の
た
め
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た�

伊
藤
　
貞
夫 

図
書
館
充
実
の
た
め
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た�

高
陵
中
学
校
五
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
　
委
員
長�

坂
本
　
剛
敏 

高
陵
中
学
校
へ
楽
器
等
を
寄
附
さ
れ
た�

高
陵
中
学
校
同
窓
会�

 

高
陵
中
学
校
へ
会
議
用
テ
ー
ブ
ル
等
を
寄
附

さ
れ
た�

株
式
会
社
乾
光
精
機
製
作
所
　
代
表
取
締
役�

本
島
　
俊
次 

青
少
年
育
成
基
金
と
し
て
多
額
の
寄
附
を
さ

れ
た�

鼎
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
　
会
長�

篠
田
　
尚
幸 

鼎
中
学
校
へ
楽
器
等
を
寄
附
さ
れ
た�

山
田
　
律
子 

郷
土
資
料
と
し
て
図
書
を
寄
附
さ
れ
た�

パ
チ
ン
コ
ダ
イ
エ
ー
グ
ル
ー
プ�

 

市
民
福
祉
向
上
の
た
め
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た�

太
田
　
恭
子 

生
涯
学
習
向
上
の
た
め
ピ
ア
ノ
を
寄
附
さ
れ
た�

緒
方
　
宏
始 

環
境
行
政
向
上
の
た
め
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た�

飯
田
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ�

 

市
民
福
祉
向
上
の
た
め
車
両
を
寄
附
さ
れ
た�

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
飯
田�

 

風
越
山
麓
子
供
の
も
り
公
園
植
裁
整
備
の
た

め
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た �

鋤
柄
　
益
保 

中
小
企
業
者
育
成
資
金
と
し
て
多
額
の
寄
附

を
さ
れ
た�

綿
半
鋼
機
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役�

野
原
　
莞
爾 

育
英
資
金
と
し
て
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た�

木
下
　
長
志 

育
英
資
金
と
し
て
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た�

松
村
　
弘
芳 

育
英
資
金
と
し
て
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た�

米
山
　
茂
人 

上
久
堅
小
学
校
へ
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た�

　
市
政
の
各
分
野
で
顕
著
な
功
績
の

あ
っ
た
個
人
や
団
体
を
表
彰
す
る
市

政
功
労
者
表
彰
式
が
１０
月
１
日
に
行

わ
れ
、
市
長
か
ら
表
彰
状
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。�（

順
不
同
・
敬
称
略
）�
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�

後
藤
道
夫
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル�

飯
田
市
出
身
で
現
在
東
京
都
八
王
子
市
在
住
。
高
校
・
大
学

の
講
師
を
経
て
、現
在
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し

て
活
躍
。著
書
に「
子
供
に
ウ
ケ
る
科
学
手
品
77
」な
ど
多
数
。�

私
が
故
郷
の
飯
田
に
お
い
て
「
巡

回
実
験
教
室
」
を
飯
田
市
教
育
委

員
会
と
共
に
行
っ
て
３
年
目
に
入
り

ま
し
た
。
毎
日
各
地
の
小
中
学
校

を
回
っ
て
生
徒
た
ち
と
実
験
を
し
て

い
る
と
、
時
々
す
ば
ら
し
い
体
験
を

し
ま
す
。�

先
日
も
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
天
竜
川
近
く
の
小
学
校
一
年
生

と
、
「
シ
ャ
ボ
ン
玉
」
を
飛
ば
す
実

験
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

洗
剤
と
洗
濯
の
り
と
蒸
留
水
を
混

ぜ
る
と
、
な
か
な
か
割
れ
な
い
大
き

な
シ
ャ
ボ
ン
玉
が
で
き
ま
す
。
鉄
の

ハ
ン
ガ
ー
を
曲
げ
て
輪
に
し
、
輪
に

ガ
ー
ゼ
を
巻
き
付
け
て
か
ら
、
シ
ャ

ボ
ン
液
に
浸
し
て
取
り
出
し
ま
す
。

こ
れ
を
左
右
に
振
り
回
す
と
、
直

径
５０
セ
ン
チ
も
の
巨
大
シ
ャ
ボ
ン
玉

が
数
個
飛
び
だ
し
、
風
に
乗
っ
て
空

高
く
飛
ん
で
ゆ
き
ま
す
。�

青
空
高
く
ふ
わ
ふ
わ
と
上
が
っ
て

い
く
大
き
な
シ
ャ
ボ
ン
玉
に
は
夢
が

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
皆
大
好
き
。

ガ
ー
ゼ
を
巻
い
た
数
本
の
ハ
ン
ガ
ー
を

手
に
し
て
子
ど
も
た
ち
は
代
わ
り

番
に
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
作
っ
て
飛
ば
し

ま
す
。�

大
き
な
タ
ラ
イ
の
周
り
を
数
人

の
子
ど
も
た
ち
が
取
り
巻
き
、
ハ
ン

ガ
ー
を
タ
ラ
イ
に
つ
っ
こ
む
の
で
す

が
、
皆
早
く
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
飛
ば
し

た
い
の
で
、
タ
ラ
イ
の
中
か
ら
シ
ャ

ボ
ン
液
を
は
っ
た
ハ
ン
ガ
ー
を
取
り

出
す
と
き
、
他
人
の
ハ
ン
ガ
ー
と
ぶ

つ
か
っ
て
、
せ
っ
か
く
作
っ
た
シ
ャ
ボ

ン
膜
が
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
多

い
の
で
す
。
特
に
元
気
な
男
の
子
は
、

早
く
実
験
を
し
た
く
て
順
番
を
待

つ
の
が
も
ど
か
し
く
、何
度
も
ハ
ン
ガ

ー
を
タ
ラ
イ
の
中
に
つ
っ
こ
み
、タ
ラ

イ
の
中
に
は
数
本
の
ハ
ン
ガ
ー
が
入

り
乱
れ
、誰
も
が
な
か
な
か
う
ま
く

膜
が
張
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。�

そ
う
し
た
混
乱
状
態
を
、
一
人

の
少
女
が
じ
っ
と
見
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
私
に
こ
う
言
い
ま
し
た
。�

「
先
生
、私
は
こ
う
思
う
ん
で
す

が
、タ
ラ
イ
の
左
右
に
皆
一
列
に
並
ば

し
て
、左
右
交
互
に
一
人
ず
つ
が
ハ
ン

ガ
ー
を
タ
ラ
イ
の
中
に
入
れ
る
よ
う

に
す
れ
ば
ど
う
で
し
ょ
う
。」
と
。�

私
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
気

が
つ
か
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ま
さ

に
そ
の
通
り
、
な
ん
と
こ
の
子
は
思

い
や
り
と
知
恵
に
満
ち
た
子
ど
も

な
ん
だ
ろ
う
と
感
嘆
し
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
そ
れ
か
ら
は
、
そ
の
子
の

言
っ
た
と
お
り
に
二
組
に
左
右
に
分

け
て
、
交
互
に
タ
ラ
イ
に
差
し
込
む

こ
と
に
よ
り
、
大
変
ス
ム
ー
ズ
に
実

験
も
進
み
ま
し
た
。
小
学
校
一
年

生
で
、
こ
の
よ
う
に
す
ば
ら
し
い
し

つ
け
を
し
て
い
る
家
庭
と
、
そ
れ
を

見
守
る
学
校
が
飯
田
に
あ
る
こ
と

を
私
は
誇
り
に
感
じ
ま
し
た
。�

以
前
こ
ん
な
話
を
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。�

�

天
国
と
地
獄
で
、
同
じ
よ
う
に
一

つ
の
大
き
な
鍋
を
囲
ん
で
、
数
人
の

人
々
が
鍋
の
中
の
料
理
を
つ
つ
い
て

食
べ
て
い
た
。�

と
こ
ろ
が
天
国
で
は
皆
に
こ
に
こ

と
、
和
や
か
に
、
談
笑
し
な
が
ら

食
事
を
し
て
い
る
の
に
、
地
獄
で
は

い
ら
い
ら
し
て
、
喧
嘩
し
な
が
ら
、

騒
々
し
く
食
事
を
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
皆
手
に
持
つ
箸
は
５０
セ
ン
チ
の

長
い
も
の
で
、
つ
ま
ん
だ
料
理
を
自

分
の
口
に
持
っ
て
く
る
の
が
大
変
で

あ
る
。�

天
国
で
は
そ
の
長
い
箸
で
つ
ま
ん

だ
料
理
を
自
分
の
口
に
持
っ
て
く
る

の
で
は
な
く
、
目
の
前
の
相
手
の
口

に
入
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
は
至
っ
て

簡
単
、
お
互
い
が
感
謝
し
て
、
楽

し
く
食
事
が
で
き
る
。�

一
方
地
獄
で
は
、
長
い
箸
で
つ
ま

ん
だ
料
理
を
な
ん
と
か
し
て
自
分
の

口
に
入
れ
よ
う
と
し
、
な
ん
と
し
て

も
う
ま
く
入
ら
ず
、
お
腹
は
す
く

し
、
い
ら
い
ら
し
て
喧
嘩
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
あ
る
。�

�

こ
の
話
は
、
い
か
に
人
間
の
生

活
に
お
い
て
、
お
互
い
の
思
い
や
り

が
大
切
で
あ
る
か
を
教
え
て
い
ま
す
。

私
は
一
年
生
の
こ
の
女
の
子
は
、
ま

さ
に
こ
の
話
の
通
り
の
こ
と
を
自
分

で
考
え
て
、
ど
う
し
た
ら
皆
が
楽

し
み
な
が
ら
シ
ャ
ボ
ン
玉
遊
び
が
で

き
る
か
を
私
に
教
え
て
く
れ
た
の

で
し
た
。�

世
の
中
で
生
活
す
る
上
で
も
っ
と

も
大
切
な
も
の
は
何
だ
ろ
う
。
そ

れ
は
、
世
間
で
「
黄
金
律
」
と
言

わ
れ
て
い
る
「
思
い
や
り
の
心
」
で

あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
で
は
「
愛
」

と
い
い
、
仏
教
で
は
「
慈
悲
」
と
い

い
、
孔
子
は
「
仁
」
と
い
っ
て
、
み

な
こ
の
「
思
い
や
り
」
の
大
切
さ
を

教
え
、
「
自
分
の
し
て
欲
し
い
と
思

う
こ
と
を
人
に
し
な
さ
い
」
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
教
育
の
目
的
も
こ
こ

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。�

こ
れ
か
ら
は
、
家
庭
、
学
校
、

地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
、
子
ど

も
の
教
育
を
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
、
こ
う

し
た
「
思
い
や
り
の
心
」
を
育
て
て

い
く
こ
と
が
、
我
々
大
人
の
責
務
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。�

飯
田
市
出
身
で
、現
在
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
ご
活
躍
の

後
藤
道
夫
先
生
に
よ
る「
巡
回
科
学
実
験
室
」が
市
内
小
・
中
学
校
を
中
心
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。「
故
郷
の
子
ど
も
た
ち
に
自
分
の
知
識
と
多
く
の
経
験
を

伝
え
た
い
」と
の
先
生
の
思
い
か
ら
平
成
11
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。既

に
百
六
十
九
教
室
一
万
一
千
二
百
人
の
子
ど
も
た
ち
が
受
講
し
て
い
ま
す
。�

「
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
が
自
分
の
頭
で
考
え
、自
分
の
手
で
作
る
こ
と
が

大
切
。素
材
を
与
え
る
こ
と
が
子
ど
も
た
ち
に
自
然
へ
の
興
味
を
呼
び
起
こ

し
、科
学
へ
の
夢
を
育
む
。」と
語
る
後
藤
先
生
か
ら
、メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、ご
紹
介
し
ま
す
。�
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

ム
ト
ス
飯
田
交
流
会�

市
民
バ
ス
「
久
堅
線
」�

バ
ス
停
一
部
休
止�

　
飯
田
の
ま
ち
づ
く
り
団
体
が

集
い
、
ム
ト
ス
飯
田
賞
の
表
彰
・

ま
ち
づ
く
り
助
成
団
体
の
発
表

な
ど
を
行
う
「
ム
ト
ス
飯
田
交

流
会
」
を
開
催
し
ま
す
。�

　
ご
自
由
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

▼
日
時
　
１１
月
１１
日
a
�

　
午
後
１
時
〜
３
時
�

▼
場
所
　
り
ん
ご
庁
舎
２
階
�

　
市
民
サ
ロ
ン
�

▼
問
合
せ
　
庶
務
課
　
自
治
振

　
興
係
　
内
線
２
１
２
２
�

　
国
道
２
５
６
号
線
、
上
久
堅

下
平
地
籍
の
農
集
排
工
事
に
よ

る
全
面
通
行
止
に
伴
い
、
次
の

バ
ス
停
を
一
時
休
止
し
ま
す
。�

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

▼
休
止
す
る
バ
ス
停
�

　
堀
割
・
柿
の
沢
・
牧
の
内
�

▼
休
止
期
間
�

　
１０
月
２２
日
b
〜
２
月
下
旬
�

▼
路
線
変
更
�

　
下
平
バ
ス
停
か
ら
滝
平
バ
ス

　
停
ま
で
、
市
道
１
―
６３
号
嵯

　
峨
坂
線
を
迂
回
し
ま
す
。�

▼
問
合
せ
　
庶
務
課
　
自
治
振

　
興
係
　
内
線
２
１
２
２
�

介
護
保
険�

在
宅
サ
ー
ビ
ス
量
変
更�

秋
の
火
災
予
防
運
動�

預
金
の
保
護
の�

範
囲
が
変
わ
り
ま
す�

　
来
年
１
月
１
日
よ
り
、
短
期

入
所
サ
ー
ビ
ス
（
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
）
の
利
用
可
能
サ
ー
ビ
ス

量
が
変
わ
り
ま
す
。�

▼
現
在
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
量�

　
平
成
１３
年
中
は
次
の
２
つ
の

　
方
法
で
設
定
し
て
い
ま
す
。�

○
訪
問
通
所
系
サ
ー
ビ
ス�

　
１
ヶ
月
ご
と
利
用
で
き
る
限

　
度
額
で
設
定�

○
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス�

　
認
定
期
間
ご
と
利
用
で
き
る

　
日
数
で
設
定�

▼
変
更
後
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
量�

　
来
年
か
ら
は
、
設
定
の
計
算

　
方
法
を
一
本
化
し
、
両
方
の

　
サ
ー
ビ
ス
量
を
合
わ
せ
て
「
１

　
ヶ
月
に
利
用
で
き
る
限
度
額

　
の
範
囲
内
」
で
利
用
い
た
だ

　
き
ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力
を

　
お
願
い
し
ま
す
。�

※
保
険
証
に
記
載
し
て
あ
り
ま

　
す
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
の
日

　
数
は
、
平
成
１４
年
１
月
１
日

　
以
降
、
無
効
と
な
り
ま
す
。�

※
平
成
１３
年
中
に
交
付
さ
れ
る

　
被
保
険
者
証
は
そ
の
ま
ま
お

　
使
い
い
た
だ
き
、
平
成
１４
年

　
１
月
以
降
の
更
新
時
よ
り
、

　
新
様
式
の
被
保
険
者
証
に
順

　
次
切
り
替
え
い
た
し
ま
す
。�

▼
問
合
せ
　
介
護
高
齢
課
　
介

　
護
相
談
係
　
内
線
５
３
９
６�

○
万
一
金
融
機
関
が
破
た
ん
し

　
た
場
合
で
も
、
預
金
者
一
人

　
当
た
り
、
定
期
預
金
の
元
本

　
１
千
万
円
ま
で
と
そ
の
利
息

　
は
、
来
年
４
月
以
降
も
保
護

　
さ
れ
ま
す
。�

○
合
算
し
て
元
本
１
千
万
円
ま

　
で
と
そ
の
利
息
は
、
あ
く
ま

　
で
最
低
保
障
で
す
の
で
、
受

　
け
取
れ
る
の
は
１
千
万
円
だ

　
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

○
当
座
預
金
・
普
通
預
金
な
ど

　
は
、
平
成
１５
年
３
月
ま
で
全

　
額
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。�

※
詳
細
は
、
金
融
機
関
の
窓
口

　
な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。�

▼
問
合
せ�

　
財
務
省
　
関
東
財
務
局�

　
長
野
財
務
事
務
所
　
総
務
課�

　
1
０
２
６（
２
３
４
）５
１
２
３�

　
発
生
件
数
約
６
万
件
。
失
わ

れ
る
命
お
よ
そ
２
千
人
。�

　
全
国
で
は
毎
年
、
こ
の
件
数

の
火
災
が
発
生
し
、
こ
れ
だ
け

た
く
さ
ん
の
命
が
失
わ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
秋
か
ら
冬
に
か
け

て
は
、
暖
房
機
器
や
た
き
火
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
所
で
火
気
を
使

う
機
会
が
多
く
な
り
、
空
気
も

乾
燥
す
る
な
ど
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
季
節
と
な
り
ま
す
。�

　
１１
月
９
日
f
〜
１５
日
e
は
「
た

し
か
め
て
・
火
を
消
し
て
か
ら

　
次
の
こ
と
」
を
統
一
標
語
に

秋
の
火
災
予
防
運
動
を
行
い

ま
す
。
期
間
中
、
消
防
職
員
に

よ
る
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

世
帯
の
防
火
指
導
な
ど
も
行

い
ま
す
。�

▼
7
つ
の
ポ
イ
ン
ト�

○
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る�

○
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も

　
の
か
ら
離
し
て
使
用
す
る�

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を

　
離
れ
る
時
は
必
ず
火
を
消
す�

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

　
す
る�

○
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を

　
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を

　
使
用
す
る�

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

　
た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
を

　
備
え
る�

○
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な

　
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所

　
の
協
力
体
制
を
作
る�

▼
問
合
せ�

　
飯
田
広
域
消
防
本
部�

　
予
防
課
　
1（
２
３
）６
０
０
２�
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中
央
図
書
館
か
ら
、
折
り
紙

教
室
の
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。�

▼
日
時
　
１１
月
１８
日
a
�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
�

▼
場
所
　
中
央
図
書
館
２
階
�

▼
内
容
　
折
り
紙
で
ク
リ
ス
マ

　
ス
リ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。�

▼
講
師
　
竹
内
恵
子
氏
�

▼
持
ち
物
　
ハ
サ
ミ
・
の
り
�

▼
材
料
費
　
２
百
円
�

▼
申
込
方
法
　
１１
月
１６
日
f
ま

　
で
に
中
央
図
書
館
ま
で
電
話

　
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
中
央
図
書
館
�

　
1（
２
２
）
０
７
０
６
�

折
り
紙
で
ク
リ
ス
マ
ス�

リ
ー
ス
を
作
ろ
う�

　
飯
田
市
上
郷
考
古
博
物
館
で

は
、
秋
季
展
示
「
縄
文
人
の
ピ

ア
ス
・
長
野
県
に
お
け
る
縄
文

時
代
の
耳
飾
り
」
に
合
わ
せ
て
、

縄
文
時
代
の
耳
飾
り
を
テ
ー
マ

に
講
座
を
行
い
ま
す
。�

▼
第
１
回
�

○
期
日
　
１１
月
１１
日
a
�

○
講
師
　
川
崎
保
氏
（
長
野
県

　
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）�

○
内
容
　　
状
耳
飾
り
に
つ
い
て
�

▼
第
2
回
�

○
期
日
　
１１
月
１８
日
a
�

○
講
師
　
百
瀬
長
秀
氏
（
長
野

　
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）�

○
内
容
　土
製
耳
飾
り
に
つ
い
て
�

▼
時
間
　
両
日
と
も
�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
�

▼
場
所
�

　
上
郷
考
古
博
物
館
会
議
室
�

▼
受
講
料
　
無
料
�

▼
問
合
せ
�

　
飯
田
市
上
郷
考
古
博
物
館
�

　
1（
５
３
）
３
７
５
５
�

縄
文
講
座�

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、

ク
リ
ス
マ
ス
に
向
け
て
次
の
特

別
講
座
を
開
き
ま
す
。
多
数
の

方
の
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。�

▼
イ
タ
リ
ア
ン
料
理
講
座�

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
イ
タ
リ
ア
ン

　
料
理
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

　
ま
せ
ん
か
。�

○
講
師�

　
料
理
講
師
　
石
川
正
義
氏�

○
期
日
　
１１
月
２０
日
c�

▼
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
講
座�

　
お
い
し
い
手
作
り
の
ケ
ー
キ

　
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。�

○
講
師
　
ポ
ル
カ
鼎
工
場
長�

　
福
沢
正
晴
氏�

○
期
日
　
１１
月
２６
日
b

▼
対
象
者 

　
市
内
に
住
ん
で

　
い
る
か
、
市
内
に
勤
務
さ
れ

　
て
い
る
３０
歳
ま
で
の
方�

▼
時
間
　
午
後
７
時
〜
９
時
３０
分�

▼
場
所
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾�

▼
材
料
費
　
各
１
５
０
０
円
前
納�

▼
定
員
　
各
講
座
１６
人�

▼
受
付
開
始
　
１１
月
５
日
b�

▼
受
付
時
間�

○
平
日�

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
９
時�

○
日
曜
・
祝
日�

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
直
接
来
館
す
る
か
電
話
で
予

　
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

　
1（
２
３
）
５
５
７
１�

イ
タ
リ
ア
ン
料
理
と�

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ�

11月の納税�

税目�

納期�

国民健康保険税�
（11月分）�

�

11月30日（金）�

税金は納期限までに�
納 め ま し ょ う �

乗り合い市政ガイド�
バスに乗って、市内の施設や市が実施してい

るいろいろな事業を市民の皆さんにご案内し、
理解を深めていただく、「乗り合い市政ガイド
いってみまいカー」。�
　今回は、中学生以上の方を対象に「消防・地震
防災コース」をご案内します。�

で知ってみまいカー！�で知ってみまいカー！�で知ってみまいカー！�で知ってみまいカー！�
消防・地震防災コース�

●集合日時　11月27日�　午前9時00分�
●集合場所　飯田消防署�
●持 ち 物   昼食の副食（主食は非常食を試食）�
●担当者から�
　あなたを守る防災。暮らしの中の災害対策。火災・救
　急などの消防活動の基本にふれてみませんか。�
●定　　員　20人（申し込み順）�
●申込期間　11月14日D～16日F　8:30～17:15�
●申込方法　参加ご希望の方は、住所・氏名・年齢・電
　話番号を右の申込先まで電話でお知らせください。�

コース日程�
　9：00　　　　   飯田消防署集合�

　9：10～　9：40　消防本部指令室�

　9：45～10：25　救急実習�

10：30～11：00　最新の救急車見学�

11：10～11：50　消防車試乗�

11：50～12：20　災害のための非常食試食（昼食）�

12：30～13：00　市立病院へリポート�

13：10～13：40　トップヒルズ本町（免震構造について）�

13：45～14：05　市街地の防火水槽�

14：20　　　　   飯田消防署帰着・解散�

申込・問合せ�
　飯田広域消防本部�
　総務課　庶務係　�
　1（23）6000

�



●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

　（
財
）国
際
青
少
年
研
修
協
会

で
は
、
国
際
性
を
養
う
こ
と
を

目
的
に
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
　
青
年
（
１８
〜
２８
歳
）�

▼
内
容
・
場
所
�

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
文
化
交
流
・
�

　
地
域
見
学
・
学
校
訪
問
・
ボ
ラ

　
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
。�

○
ア
メ
リ
カ
�

・
期
間
　
２
月
中
旬
　
１３
日
間
�

・
定
員
　
２０
人
�

・
費
用
　
２５
万
円
�

・
申
込
締
切
　
１
月
１０
日
�

○
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
�

・
期
間
　
２
月
中
旬
　
１０
日
間
�

・
定
員
　
２０
人
�

・
費
用
　
２９
〜
３１
万
円
�

・
申
込
締
切
　
１
月
１０
日
�

○
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
�

・
期
間
　
２
月
中
旬
　
１０
日
間
�

・
定
員
　
１０
人
�

・
費
用
　
２７
〜
２９
万
円
�

・
申
込
締
切
　
１
月
１０
日
�

○
ロ
シ
ア
�

・
期
間
　
２
月
下
旬
　
８
日
間
�

・
定
員
　
２０
人
�

・
費
用
　
１５
万
円
�

・
申
込
締
切
　
２
月
上
旬
�

○
カ
ン
ボ
ジ
ア
�

・
期
間
　
３
月
上
旬
　
１２
日
間
�

・
定
員
　
１５
人
�

・
費
用
　
２４
〜
２６
万
円
�

・
申
込
締
切
　
２
月
上
旬
�

※
詳
細
は
お
問
合
せ
下
さ
い
。�

▼
応
募
・
問
合
せ
先
�

　（
財
）国
際
青
少
年
研
修
協
会
�

　
電
０
３（
３
３
５
９
）８
４
２
１
�

青
年
冬
期
海
外
派
遣�

参
加
者�

自
分
と
子
ど
も
の�

心
を
学
ぶ
受
講
生�

　
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
や
不
安
を

一
緒
に
学
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
程
・
内
容
　
下
表
参
照
�

▼
場
所
　
鼎
公
民
館
２
階
�

▼
託
児
　
１
回
３
０
０
円
�

▼
参
加
費
　
６
回
分
５
０
０
円
�

▼
申
込
方
法
　
随
時
電
話
に
て
�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
飯
田
市
公
民
館
�

　
1（
２
２
）
１
１
３
２
�

動物園の�
休園日�

■問合せ　動物園�

22-0416

11月 5日b◆ 7日d�
　◆12日b◆19日b�
◆26日b◆28日d

自分と子どもの心を学ぶ日程表�

日 程 � テ ー マ � 内 容 � 講 師 �回�

1�

2�

3�

4�

5�

6

12月5日（水）�

10：00～12：00

12月12日（水）�

10：00～12：00

1月16日（水）�

10：00～12：00

1月23日（水）�

10：00～12：00

2月6日（水）�

10：00～12：00

2月20日（水）�

10：00～12：00

私たちが抱えてい

る見えない不安�

やさしい�

発達心理学�

憎しみを�

上手に逃がすには�

こんなとき、どうす

ればいいの？�

自分の中のアダル

トチルドレンに気

づく�

我が子に、近所の子

に、地域の子に私た

ちが出来ること�

もし我が子がいじめにあったら。誘

拐、性暴力の被害にあったら。子ど

もたちが被害者に、加害者に、そし

て傍観者にならないために。�

「子どもがこうなったらどうしよう。

大人として私はこれでいいの？」子

どもたちはどんなふうに大人にな

ってゆくのでしょう。�

憎しみは誰にもあって当然なもの。

それを上手に受け止めて逃がせば

いい。そうすることで子どもは変わ

る。人は変わる。�

3人1組になって。聴く人、話す人、

観察してる人。�

やってみましょう。�

暴力を受けて育つとどうなるか。�

私に必要だったもの。�

感じ、学び、伝えたいこと。�

自分が子どもに、家族に、周囲に投

げかけてしまう言葉、態度。私の性

格はどこから来たのでしょう。�

飯田女子短期大学�

金谷光子�

飯田女子短期大学�

金谷光子�

ボディーワーカー�

木村多喜子�

音楽療法士�

鈴木美登里�

CAPしなの�

サブカウンセラー

橋本美子�
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地域の皆さんに、より一層図書館を利用していただき、気軽に本に触れていただくため、

「図書館まつり」を今回初めて開催します。�

図書館を中心に活動する団体・グループ、そして図書館で実行委員会を組織して、日頃の

活動の成果を展示、発表します。皆さんのおこしを心からお待ちしています。�

作品展示�

主　催　図書館まつり実行委員会�
問合せ　中央図書館 1（22）0706

第１回 図書館まつり�第１回 図書館まつり�

発表会�

講演会�
○日　時　12月2日（日）�

　　　　　午後1時30分～3時30分�

○場　所　鼎文化センター�

○内　容　詩人　谷川俊太郎　講演会�
　　　　　斎藤惇夫氏との対談�
○入場料　大人500円　子供300円�

○後　援　下伊那教育会･下伊那図書館協会�

パネル展�
○日時　11月30日（金）～12月9日（日）�

　　　　午前10時～午後5時�

○場所　上郷図書館�

○内容　「マザーグースのわら�

　　　　べうた」のパネル展示�

特殊コレクション展�
○日時　11月30日（金）～12月2日（日）�
　　　　午前10時～午後5時�
　　　　（2日は午後4時）�
○場所　中央図書館�
○内容　堀家蔵書シリーズ（その1）�
　　　　1．「本草図譜」と岩崎灌園�
　　　　　（植物図鑑）�
　　　　2．「三国通覧図説」と林子平�
　　　　　（絵図）�

○日　時　11月30日（金）～12月2日（日）�
　　　　　午前10時～午後5時（2日は4時）�
○場　所　中央図書館�
○団体名　1．飯田創作童話の会�
　　　　　2．おいもの会�
　　　　　3．こどもの本の研究会�
　　　　　4．手づくり絵本の会�
　　　　　5．飯伊婦人文庫�
　　　　　6．文章講座同窓会�
　　　　　7．第19期文章講座�
　　　　　8．朗読奉仕の会�

○日　時　12月1日（土）�
　　　　　午後1時～3時�
○場　所　中央図書館�
○団体名　1．飯田創作童話の会�
　　　　　　手づくり絵本の会合同�
　　　　　　・短編の詩の朗読�
　　　　　2．飯伊婦人文庫�
　　　　　　・わらべうたを歌う（解説つき）�
　　　　　3．朗読奉仕の会�
　　　　　　・声の輪20周年記念「こころの
　　　　　　　はあもにい」ミニ公演�
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11月11日（日）午前9時～午後3時30分�
とき�

ところ�
飯田中央公園・飯田市公民館�

「いきいき農業 新世紀」�

問合せ�
保健課 内線5511

青空即売市�

公園イベント�

農家表彰式典�

見て！触れて！五感を使って体験展示�

りんご並木天国�

中央公園�

公民館2F�
9：30～�

10：00～�

問合せ�
農政課�
内線
3518 体力測定�

みんなでクッキング�

人形劇コーナー�

無料健康チェック�

秋のふるさとウォーキング�

糖尿病講演会�
「糖尿病」になったとはどういうことか�
　講師　小泉陽一先生　11：00～�

・骨密度・血液検査・尿検査ほか�

受付　8：00～8：30/12：00～12：30�
（要申込）りんご並木三連蔵前集合�

公民館ホール�

  9：00～12：00�
13：00～15：30

公民館3・4F�
10：00～10：40�
13：00～13：40

公民館3F　９：30～12：00�
（要申込）　13：00～15：30

あなたの体力年齢をチェック�

あなたもピザ名人！？�

飯田の秋を歩いて満喫�

・地元産農林畜産物�
・尾鷲市「海の幸魚市」�
・浜松市「みかん販売」�

・浜井場小青空バンド・スタンプラリー�
・バッカス男声合唱団・ダンシングナッツ�
・サービスコーナー�

・飯田市農業賞・経営コンクール�
・優秀女性農業者・農業奨励賞�
・GＮF新人賞�

農家表彰受賞者紹介・農業農村男女共同参画ワークショッ
プ・生ごみ堆肥化始めてみませんか・農林統計コーナー・ち
ょっと一休み「お茶でもどうぞおよりて家」他�

公民館1F・2F

中央公園�

・橋南連合青壮年会のフリーマーケットなど�
・三連蔵 IIDAWAVEウイークエンドライブスペシャル�

家畜とのふれあい�
写 生 大 会 �
りんご並木 10：00～�

公民館3・4F�

公民館3F

牛肉の試食コーナー�
安全宣言がでました�

安全でおいしい牛肉をどうぞ�

第28回�
飯田市�
第28回�
飯田市�

プラスチック製容器包装の資源回収が�

はじまりました。�はじまりました。�

千代での回収風景�
左が埋立ごみ、右がプラスチック製容器包装。�

プラマークが�
入っているものは�
すべて対象です。�

資源ごみの日に、�

資源ごみの集積所へ�
※鼎地区は「金属資源の日」�

プラ資源専用の指定袋�

きれいにしてから�
出してください。�

■問合せ　環境保全課 廃棄物対策係�
内線5243・5244
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飯
田
少
年
友
の
会
で
は
少
年

の
悩
み
ご
と
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
に
対
し
、
面
接
・
電

話
相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
。�

　
ど
ん
な
こ
と
で
も
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

▼
相
談
日
時
�

　
１１
月
２２
日
e
・
２３
日
f
�

　
午
後
１
時
〜
９
時
�

▼
面
接
相
談
場
所
�

　
鼎
公
民
館
２
階
�

▼
電
話
相
談
番
号
�

　
1（
２
３
）
２
０
３
８
�

▼
相
談
員
　
飯
田
少
年
友
の
会
�

▼
問
合
せ
�

　
飯
田
警
察
署
　
生
活
安
全
課
�

　
1（
２
２
）
０
１
１
０
�

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

▼
日
時
　
１１
月
２１
日
d
�

▼
場
所
　
飯
田
市
役
所
�

▼
問
合
せ
�

　
税
務
課
　
内
線
５
１
４
１
�

少
年
の
悩
み
ご
と
相
談�

税
務
相
談
所�

�

市民の皆さんのご意見
ご相談をいつでもお受
けします。�

市長の留守番電話�

相談は無料、秘密は厳守�
お気軽にご相談ください�各種相談所�

場　所�相談名� 日　時� 問合せ先�

心配ごと
相 談 �

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

結 婚 相 談 �
（写真1枚必要）�

行 政 相 談 �

交 通 相 談 �

教 育 相 談 �

か け こ み�
教 育 相 談 �
家庭児童相談�
（電話でも可）�
電 話 乳 幼 児 �
育 児 相 談 �

子 育 て 相 談 �

痴 ほう 相 談 �

福祉よろず相談�

障害者並びに�
ご家族の相談�

戦傷者・戦没者�
援 護 相 談 �

特 別 �
（法律）�

一 般 �

毎週火曜日�
１３:００～１５:００�
受付は１５:００まで�

１１月１６日（金）�
１３：３０～１５：３０�

１１月９日（金）�
１３:００～１７:００�
１１月８日（木）�
１１月１８日（日）�
１１月２８日（水）�
１３:３０～１６:３０�
受付１５:００まで�

ボランティア�
相 談 �

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
１１月１３日（火）�
１３:００～１６:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
毎週月～金曜日�
８:３０～１７:００�
毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
毎週木曜日�
９:００～１１:３０�
毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
毎週土曜日�
９:００～１４:００�

毎週火曜日、第１水曜日、
祝日以外の毎日�
９：００～１７：００�

１１月１３日（火）�
１３:３０～１６:００�
１２月３日（月）�
１３：００～１６：００�
１１月１７日（土）�
１３：３０～１６：３０�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
�
※法律相談は予
約制、電話で申し
込んでください。�

※結婚相談の
受付は相談日以
外でも行ってい
ます。電話で確
認してください。�

りんご庁舎３Ｆ�

教 育 委 員 会 �
（上郷庁舎２階）�

飯 田 市 �
福 祉 事 務 所 �

専 用 電 話 �

飯田中央保育園�
（子育てモデル
事業実施施設）�

市保健センター�
※予約制（市役所隣）�
り ん ご 庁 舎 �
２１号相談室�
鼎 公 民 館 �
２ 階 �
さんとぴあ飯田�
（福祉会館２Ｆ・東栄町）�

社 会 福 祉 �
協 議 会 �
1５３-３１８１�

庶 務 課 �
内線  ２１１１�

毎週月～金曜日�
９：００～１７：００�

教 育 委 員 会 �
1５３-４５４５�
専用電話�
1５３-８７３０�
FAX５３-８７３０�
家庭児童相談室�
1２２-４５１１内線  ５３４４�

1５２-０６３３�

飯田中央保園�
1２２-４１３３�

保 健 課 �
内線  ５５１４�
福 祉 課 �
内線  ５３７２�
福 祉 研 究 会 �
1５２-２５２１�
ハーネット・いいだ
1５６-４４７４�

交通防災課 1２２-４５１１内線２４３５�
電話相談、予約制にて個別面談

に
電
話
し
ま
す
。�

市
役
所
の
電
話
交
換
手

が
で
ま
す
。�

お
知
ら
せ
に
記
載
し
て

あ
る
４
桁
の
内
線
番
号

を
お
告
げ
く
だ
さ
い
。�

市
役
所
の
担
当
部
所
に

電
話
が
つ
な
が
り
ま
す
。�

1市役所への電話の仕方� 2
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上
旬
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月
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3
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に
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旬
に
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、
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内
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内
11
か
所
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開
催

か
所
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開
催

さ
れ
る

さ
れ
る
「
花
祭
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」

「
花
祭
り
」
は
、
は
、
鎌
倉
鎌
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・

室
町
時
代
か
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伝
わ
り

時
代
か
ら
伝
わ
り
、
神
を
迎
え
、

神
を
迎
え
、

天
災
天
災
・
病
気
な
ど
を
ひ
き
起
こ
す

病
気
な
ど
を
ひ
き
起
こ
す

悪
霊
を
払
い
除
け
、

悪
霊
を
払
い
除
け
、
病
災
息
災
、

病
災
息
災
、

五
穀
豊
穣
を
願
う
神
事
芸
能
で
す
。

五
穀
豊
穣
を
願
う
神
事
芸
能
で
す
。

40
数
種
類
に
も
お
よ
ぶ
舞
と
神
事

数
種
類
に
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お
よ
ぶ
舞
と
神
事

が
夜
を
徹
し
て
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れ
、

が
夜
を
徹
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て
行
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れ
、
観
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も

観
客
も

笛
や
太
鼓
の
音
色
に
合
わ
せ
、

笛
や
太
鼓
の
音
色
に
合
わ
せ
、
乱

れ
舞
う
様
子
は
訪
れ
る
人
た
ち
を

れ
舞
う
様
子
は
訪
れ
る
人
た
ち
を

圧
倒
し
ま
す
。

圧
倒
し
ま
す
。
山
里
で
の
伝
統
文

山
里
で
の
伝
統
文

化
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

化
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
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毎
年

11
月
上
旬
か
ら
3
月
上

旬
に
か
け
、
町
内
11
か
所
で
開
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さ
れ
る
「
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」
は
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鎌
倉
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室
町
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か
ら
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、
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災
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悪
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を
払
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除
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、
病
災
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災
、

五
穀
豊
穣
を
願
う
神
事
芸
能
で
す
。

40
数
種
類
に
も
お
よ
ぶ
舞
と
神
事

が
夜
を
徹
し
て
行
わ
れ
、
観
客
も

笛
や
太
鼓
の
音
色
に
合
わ
せ
、
乱

れ
舞
う
様
子
は
訪
れ
る
人
た
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を

圧
倒
し
ま
す
。
山
里
で
の
伝
統
文

化
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。�

�

茶
臼
山
は
ス
ノ
ー
パ
ラ

ダ
イ
ス
。
冬
の
シ
ー
ズ
ン
の

到
来
に
心
が
ウ
キ
ウ
キ
、
わ

く
わ
く
。
子
ど
も
も
楽
し
め

る
フ
ァ
ミ
リ
ー
ゲ
レ
ン
デ
で
す
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そ
ん
な
茶
臼
山
の
イ
ベ
ン
ト

を
紹
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た
し
ま
す
。�
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を
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が
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を
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る
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！

一
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！
名
物
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物
〝
五
平
も
ち
〞
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五
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も
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片
手

を
片
手

に
鳳
来
寺
山
表
参
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を
散
策
す
れ
ば
、

に
鳳
来
寺
山
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を
散
策
す
れ
ば
、

大
き
い
秋
、

大
き
い
秋
、
小
さ
い
秋
が
い
っ
ぱ

小
さ
い
秋
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。

い
で
す
。
11
月
30
日
ま
で
鳳
来
寺

日
ま
で
鳳
来
寺
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も
み
じ
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つ
り
開
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中
！

山
も
み
じ
ま
つ
り
開
催
中
！
23
日

(

祝)

に
は
、

に
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表
参
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や
鳳
来
寺
山
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道
や
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来
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山
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で
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テ
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テ
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ジ
イ
ベ
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・
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な
ど
の
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し
が
あ
り
ま
す
。

産
展
な
ど
の
催
し
が
あ
り
ま
す
。

ご
家
族
で
、

ご
家
族
で
、
ま
た
お
友
だ
ち
と
、

ま
た
お
友
だ
ち
と
、

秋
の
一
日
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

秋
の
一
日
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。�

◆鳳来町観光協会/105363（2）0022◆東栄町観光協会/105367（6）0501◆茶臼山高原協会/105369（7）2345
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秋
で
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喫
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鳳
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町
）

（
鳳
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町
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秋
を
見
つ
け
る
な
ら
コ
コ
が

一
番
！
名
物
〝
五
平
も
ち
〞
を
片
手

に
鳳
来
寺
山
表
参
道
を
散
策
す
れ
ば
、

大
き
い
秋
、
小
さ
い
秋
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。
11
月
30
日
ま
で
鳳
来
寺

山
も
み
じ
ま
つ
り
開
催
中
！
23
日

(

祝)

に
は
、
表
参
道
や
鳳
来
寺
山

一
帯
で
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
・
物

産
展
な
ど
の
催
し
が
あ
り
ま
す
。

ご
家
族
で
、
ま
た
お
友
だ
ち
と
、

秋
の
一
日
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。�

鳳
来
寺
山
で
秋
を
満
喫
（
鳳
来
町
）�こ

っ
ち
の
冬
も
楽
し
い
ぞ�

　
　
　
　
　
　（
豊
根
村
）�

花
祭
り
（
東
栄
町
）�

●12月22日　スキー場オープン�
　　　　　　 （リフト無料開放）�
●12月24日　クリスマスちびっこ�
　　　　　　 お楽しみプレゼント�
●１月20日　ミスゆきんこコンテスト�
（ミスゆきんこにはハワイ旅行ご招待）�
●2月2日　　ちびっこスラローム大会�
　　　　　　 （ナイター）�
●3月3日　　ファミリー感謝デー�

■問合せ�
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文
化
ガ
イ
ド�

美
博
だ
よ
り� 　�

�
南アルプス� 形と成り立ち�形と成り立ち�

●開館時間�
　午前9時半～午後5時（入館は4時半まで）�
●休 館 日　毎週月曜日および11月6日（火）�
●観 覧 料 　※（ ）内は20人以上の団体�

・10/13～11/4（聖徳太子絵伝と共催期間）�
　一般 500円（400円）高校生 300円（250円）�
　小中学生  200円（150円）�
・11/7～12/9�
　一般 310円（210円）高校生 200円（150円）�
　小中学生  100円（80円）�
�

10月13日（土）～12月9日（日）�

鹿窓からみた仙丈ヶ岳�

展示期間�

11/3・11/17・12/1 午後2時から�展示期間解説会�

講演会�
＆�

ミニシンポ�
『南アルプスと山崩れ』�

●日時：11月18日（日）午後１時30分から�
  ・基調講演：『南アルプスの巨大崩壊』�
�　千木良雅弘氏（京都大学防災研究所教授）�
  ・事例報告『信州側の南アルプスの崩れ』�
�　松島信幸氏（美博客員研究員）�
  ・事例報告『埋没木で池口崩れを検証する』�
�　寺岡義治氏（自然観察インストラクター）�

日樹上人墓�
（にちじゅしょうにんのはか）�

羽場元山白山社権現堂境内�
飯田市指定文化財（史跡）�
日蓮宗の高僧日樹上人の草庵跡に�
建てられた墓石塔　寛永20年（1643）�

　1,700万部突破のベストセラー「ズッコケ三人組

シリーズ」の人形劇化第２弾！！�

　離れ孤島に漂着したハチベエ、ハカセ、モーちゃ

んの三人組が出会ったのは、なんと恐ろしいライオ

ンだった。果たして三人組の運命は･･･。ハラハラドキ

ドキの大活劇！�

日　時　12月9日（日）�
　　　　午前11時開演�
会　場　飯田市公民館�

チケット�
　おとな2,000円（当日2,500円）�
　こども1,500円（当日2,000円）�
　おやこ3,000円（当日4,000円）（全席自由）�
　飯田文化会館ほかで発売中�

人形劇団ひとみ座�

「あやうしズッコケ三人組」�

　日　時　12月10日（月）　午後6時30分開演�

　会　場　飯田文化会館ホール�

出演は、世界的なヴィオラ奏者　今井信子さんほか4人�

プログラム�

　モーツァルト/ヴァイオリン・ソナタ ホ短調 K.304　

シュニトケ/弦楽三重奏曲�

　シューベルト/ピアノ五重奏曲 イ長調 D.667「ます」�

チケット�

　全席指定　S席:3,500円　A席一般:2,500円�

　A席高校生以下:1,500円�

　飯田文化会館ほかで発売中�

飯田・下伊那で活動している87団体、約2,500人の出

演者が、日頃の練習成果を披露します。�

　日　時　11月4日（日）・11日（日）・18日（日）　　　　

　　　　　23日（金）・25日（日）�

　会　場　飯田文化会館・飯田人形劇場�

　チケット　入場料500円（5日間2会場共通）�

第7回萩元晴彦ホームタウン�
コンサートin飯田�
カザルスホール・アンサンブル2001

�
南アルプス�

クリスマス人形劇2001

　南アルプスには、山脈の形から大地の不思議な模様まで、大小さまざまな“かた
ち”があります。写真や地形模型を通して氷河時代にできたカール・モレーンなど厳
しい環境でできた興味深い“かたち”を紹介します。�
�　“なりたち”では「石の誕生」から「骨組みの形成」「地殻の改変」をへて「上昇
する山脈」までの１億年の歴史をたどります。�
�　最後に山岳関係者の意見を基に南アルプスの利用と保全のあり方を考えます。�

＜特別展示＞�＜特別展示＞�

●
飯
田
文
化
会
館
�
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3
）3
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●
美
術
博
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館
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1
1
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